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コワーキング（coworking）をご存じだろうか。日本では

まだ、あまり馴染みのない言葉だが、近年急速に注目さ

れつつあるワークスタイルである。日本初のコワーキン

グスペース「カフーツ」を神戸に開設した伊藤富雄によ

れば、コワーキングとは「個別に仕事を持つ人たちが、

働く場所を同じくしつつコミュニケーションを図りなが

ら、互いに情報や知見を共有し、時に協働パートナーと

して貢献しあう」ことである。コワーキングする人がコワ

ーカーであり、コワーカーが仕事をする環境（場）はコワ

ーキングスペースと呼ばれる。 

最近では、特定の場所を決めずにカフェや図書館な

どで仕事するノマド（遊牧民）ワーカーという言葉を耳に

する。また、個別に仕事を持つ事業者やフリーランサー

が仕事をする環境として、SOHO（ソーホー; small 

office/home office）も定着した。ノマドワーカー／SOHO

とコワーカー／コワーキングスペースとの違いは、ひと

りぼっちで働くのを前提とするか、誰かと協働するのを

前提とするかである。ノマドは状況や気分で働く場所を

転々とするが、そこで他のワーカーとのコミュニケーショ

ンが図れる保証はない（むしろ可能性は低い）。「わが

城」であるSOHOは確かに快適な作業空間だが、ひとり

で仕事をする孤独感に苛まれるとか、他人の目がない

のをよいことにダラけることもありそうだ。 

他方、コワーキングスペースの多くは、カフェやフリ

ーアドレスのオフィスのように開放的な空間を備えてい

る。オープンな空間だからこそ、他のワーカーの目を意

識しつつ適度な緊張感を保って仕事ができる。オープ

ンな環境だからこそ、コワーカーどうしが自由に会話し

たり、仕事のアイディアを交換したりできる（むしろ奨励

される）。 

プログラミングが得意なITエンジニア、尖った感覚を

持つWebデザイナー、そして課題解決に長けているプ

ランナーが、コワーキングスペースで協働して新しい製

品やサービスを生み出すということが、すでに現実に起

きている。ひとつの典型例が、米国西海岸ベイエリアの

コワーキングスペースで誕生した Instagram だ。

Instagramは、スマートフォン向けの写真アプリ・SNSで 

 

ある。2010年のサービス開始から瞬く間に成長し、18 ヵ

月後にはFacebook によって 10億ドルもの高値で買収

された。 

 

 

 

 

 

 

 

コワーキングにおけるキーワードは、共有と共創であ

る。自身が持つスキルや知識やネットワークを、自身あ

るいは特定の組織の範囲内で独占せずに、スペースで

出会う多様なワーカーたちと共有することで新しい価値

を共創する。これがコワーキングの本質だ。誰かの役に

立ちたい、仲間と一緒に価値を生み出したいという人間

の本質的なモティベーションを、そこに見てとることが

できる。 

カネやモノは有限だ。だから、それらの奪い合いは

ゼロサムゲームだ。でも、知恵やアイディアは無限だ。

だから、上手く組み合わせればプラスサムになる。コワ

ーキングというワークスタイルは、無限のアイディアや

知恵、相互補完的なスキルや技術を共有することで、

新しい価値の共創を試みる 21 世紀型の知的営みであ

る。 

コワーキングの芽は、まだまだ小さい。だが幸いなこ

とに、北海道にはコワーキングをサポートする仕組み

が、全国に先駆けて存在する。SCS（札幌コワーキング・

サポーターズ）である。北海道経済産業局、札幌市、北

洋銀行、日本政策金融公庫、そして筆者の所属する北

海道大学大学院経済学研究科という産官学が協働し

て、道内のコワーキングを多面的に支援するのが SCS

の役割である。 

北海道というフロンティア精神溢れる土地で、小さい

けれども勢いを持つコワーキングの芽が大きく開花し、

新たな社会的価値が生み出されていく。このことが今、

大いに期待されている。 

 
Instagramのログインページ 

視 点 


